
（別紙３）

～ R7年12月26日

（対象者数） 16 （回答者数）
14

～ R7年１2月26日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

通所サービス利用者と入所者とのかかわり

の制限を軽減できるとより充実した活動が

提供できる。

2

個々の日課や個別の対応マニュアル等を作

成し、介入時間に余裕ができるように周知

していく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 保護者との定期的な懇談会を実施。

2

事前に広報誌等で参加者を募集する。ま

た、利用者がパニックを起こさないために

利用者・家族と学習会等行い、災害に対す

る対処法など活動内容に取り入れていく。

3

○事業所名 七尾病院 放課後等デイサービス、児童発達支援

○保護者評価実施期間
R7年11月4日

○保護者評価有効回答数

R7年11月4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年1月30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者同士の交流機会が少ないまま経過して

いる。

感染症対策等で交流機会があった保護者同士

の顔を合わせる機会が減少。また未だに行事

への家族参加も制限している。

利用者・保護者とともに災害訓練を行ってい

ない。

災害訓練日に療育がない日を設定しているこ

とが多く、施設内の職員に対し訓練を行って

しまっている。

個々に対して丁寧な関わりを持つことができ

ている。

病院内施設ということもあり、こまめな体

調・健康観察を行い、感染防止対策の徹底に

努めている。また、個々の緊急対応マニュア

ルも作成している。

療育活動や機能訓練が充実している。

利用者の特性や全身状態を踏まえて個々に適

する活動を設定するようにしている。リハビ

リテーション科も同様に介入し、連携してい

る。

事業所における自己評価総括表公表


